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融
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す
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す
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れ
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濟
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を
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滞
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。
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す
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に
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國
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總
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げ
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I
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可

さ

で
あ
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て
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学
め
聯
合
は
有
限
責
任
の
原
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を
以
.ジ

で
，
行
は
れ
る

こ
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さ
れ
な
い
。
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し
も
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中
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一

脚
に
て
他
の
聯
合
國 

ょ
り
も
、饒
砲
糧
食

.を
備
へ
る
多
數
の
訓
線
あ
る
軍
隊
を
有
す
る
ご
す
れ
ぱ
"他
國
が
當
時
间 

様
：®

負
擔
を
爲

.す
を
得
ざ
る
事
實
の
如
何
に
拘
は
ら
す
、共
同
の
敵
：國
に
對
し

て
，
其
全
力
を 

擧
げ
な
け
れ
ぱ
な
、ら
な
い
如

く

に
、資
本

や
，
信
用
の
點

に

於
て
、比
較
的
大
な
る
資
源
を
有
す 

る
：國
も
亦
他
の
聯
合
諧
國

.の
爲
ず
所
の

.如

.何
を
周

t
?

す
，
聯
合
の
目
的
の
爲
め

に
、
其
最
善
を 

致
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な

5,

も
の
で
あ
ぶ

.

.

ご
述
，ぺ

.

め
所
？
^
英
國
が
聯
，合
に
働
す
る
詣
國
の
財
政
を
援
助
す
る
に
就
て
、如
何 

圓

な

^

の
を
持

.

つ
て
居

d

ギ
•

か
を
明
に
す
る
ご
云
へ
る
。
即
も
開
戦
以
來
英 

:

セ
：聯

合

諸

國
,

對
.

し
て
行
ゥ
た
貴
，出
金
は
十
七
億
ニ
千
九
百

.

蕩
硫
に
上
る
の
で

' 

出
先
の

®

な
る
も
；の

V

 

; 

V
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成
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か
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r?PH 

九

後
ニ
個
年
間
に

1
§
^
1

れ̂
.

の̂
で
ぁ
ふ
。
是
等
の
資
金
融
通
に
依
ゥ 

:
#力
，を

' 豐
富
に
し
て
、其
戦
鬪
能
力
を
旺
盛
な
ら
し

t

お

\
成
は

0 

國
を
聯

.合
：國
侧

y

誘
：§
来

.つ
<

、¥

ひ
て

®

逸
を
孤
立
の
地
位

®
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濃
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論
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飲
洲
戰
爭
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基
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國
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融
上
の
圓
保 

第

！
號 

八

ら
し
め
た
ね
し
た

の
で
あ
つ

て
，
國
際
金
融
の

■

係
が
歐
洲
戰
爭
の
蓮
命
を
左
有
す
る

L
T

與
つ 

て
力
あ
つ
ぬ

こ
-

は
、
論
を
俟
々
な
い
。
英
國
が
最
後
の
ぺ

 

一

r

 

I
ま
で
投
じ

て
、
戰
爭
じ
從
ぅ 

，か
、
銀
の
弾
九
を
以
ウ

て
、
敵
を
壓
倒
す
る
ご

か
、

®

タ
當
時
の
當
局
者
を

し
て

傲
語
を
放
た

し

め 

力

の
も
、
斯

く

乳
經
濟
力
に
依
®
す

る
.

を
得

る

信

じ
た
か
ら

で
あ

る
。

旣
じ
斯
る
政
治
的
若 

し
く
は
政
略
的
關
係
に

依
，
つ
て
、國
際

W

に
於
け
る
資
金
の
融
通
が
決
定
さ
れ
た
す
れ
ぱ
、純 

經
濟
上
の
見
地
に

於
て
，
資
金
融
通

©
■
係
に
幾
多
の
無
理
が
伴

ひ
，
戰
後
の
今
日
に
至
ク

て
，
尙 

は
累
を
國
際
金
融
上
の

H

係
に
生
ず
る
の
は
、已
む
を
得
ざ
る
所
ご
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

抑
も
英
國
は
聯
合
國
間
に
於
け
る
如
何
な
る
關
係
に
基
ひ
て
♦斯
る
資
金
の
融
通
を
敢
て
し
た 

の
で
あ
る
か
。

元
来
，英
佛
露
！

1
1

國
.
の
間
に
は

•
開
戰
の
當
初
か
ら
、軍
事
上
の
協
定
の
密
接
な
る 

も
の
が
存

し

て
居
つ
：力
の

.
で
あ
る
が

♦
更
，•
し
財
政
上
に
於
け
る
三
國
の
閲
係
を
も
緊
密
な
る
も 

の

た
；
ら

し
め
な
け
れ
ぱ
な

&

な
い
云
ふ
考
の
下
に
、千
九
百
十
五
年
二
月
三
國
藏
相
の
會
合 

が
巴
里
に
開
か

れ
、

ィ
ド

•デ
ョ

1
ジ•ジ

♦ホ
ー

パ

ル

ク
の
ニ
！氏
其
れ
英
働
露
各
國
を
.代表 

レ
て
，協
議
を
重
ね

♦結
局
左
の
如

S
.
協
定
を
成
立
せ
し
め
る
を
得
タ
の
で
あ
る
。

英
，佛
、露
三
國
の
大
藏
大
臣
は
戰
爭
か
，ら
生
ず
る
財
政
上
の
間
題
を
攻
究
す
る
目
的
を
以
ゥ

.::

て

，ポ

，
里

に

會

合

k

戰
.爭
の
終
馬
を
；有
，科
な
ら
；し
め
る
爲
め
に

•其
軍
事
上
の
實
ヵ
ご
共
に
"財 

政
上
の
資
源
を
も
協
：同
す
る
こ

V

し
の
必

要

を
承
認

し
た
。
而
し
て
此
計
晝
を
實
現
す
る
爲 

め
，三
者
は
各
自
の
：政
府
に
勸
吿
し
て
、現
に
三
，國
す
協
同
作
戰
に
從
ひ

C
V
、

ぁ
ろ
諸
國
若
し 

〈

く
は
今
後
同

T
の：目
的

^

以̂
ゥ
て
、戰
爭
，じ
從
は
ん
ご
す
る
詣
國
じ
：貸
付
金
を
爲
す
，場
合

.に
、
 

，
同
率
の
麟
出

-に
當
ら
し
め
る

。
' 
是
等
の
：貸

#

金
は
三
國
個
々
の
資
源
に
據
る

W

共
に
、適
當 

の
機
會
に
於
て
，三
國
の
責

f
f
iを
以
つ
て
、醫
行
さ
れ
る
公
債
に
も

®

る
も
の
；

^
す
る
。

三
國
發
行
銀

.行
，の
間
に
、如
何
な
る
閲
係
を
結
ば
し
め
る
か
ざ
云
ふ
マ

/
も
、亦
特
別
の
理
解 

,

の
下
一
に
、處
理
さ
れ
る
案

#
：
さ
爲
ー\

又
三

'國
が
中
立
請
國
に
就
て
，物
資
の
，購
入
を
爲
す
場
合 

に
も
、II!

國
®

同

の

都

算

を

以

つ

，て
"行
は
れ
る
こ

V
J
〜

爲
ウ
た
。

三

國

は

露

國

の

：
輸.出
：貧
易
を
有
利
な
ら
じ
，め
，又
同
國
ご
他
の
聯
合
，國
の
間
に
於
け
る
爲 

替
相
場
の
均
衡
を
：恢
復
す
る
に
必
要
な
る
計
晝
を
採
用
す
る
こ

W

に
決
定
し
ね
。

' 

.

:

右
諸
決
議

中
，一 !

T

國
、の
貴
任
を
以
ゥ
て
、公
債
を
發
行
す
る
ざ

」
K

ふ
！‘事
は
大
に
偷
敦
金
融
市 

場
：を
衝
動
せ
し
め
，：だ
？
：蓋
，じ
二

一

國
の
間
に
は
，財
政
上
の
信
用
程
度
に
於
て
、®
劣
の
差
の
著
し 

き
も
の
が
ぁ
る
。

.

然
ら
ぱ
三
：國
の
間
に
共
同
責
任
を
以
ゥ
て
，公
債
の
發
行
さ
れ
る
場
合
じ
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第

一

號

5 

用
糧

2
:の
最
も
高
き
英
國
が
其
低
き
他
の
雨
國
の
爲
め
に
，成

.る
程
度
の
犧
牲
を
供
へ

る

に
.至
 

る

r
l

w

は
.

免
か
れ
難
き
所
ビ
考
へ
ら
れ
？

^
か

、ら

で

あ

つた
。

然
も
右
協
定
成
立
の
直
後
，英
蘭 

0

行
が

露
國
政
，
の
，爲
め

.，じ
、大
藏

.省
瞪
，券

：
：1

，千
萬
®
を
期
限
一
個

年

、
價
格
九
十
五
の
，條
件
の 

卞

..に.發
行
す
る
や
-應
募
越
過
の
盛
況
を
見
る
じ
至

ゥ

れ

。

亦
以
ク
て
聯
合
請
國
間
に
財
政
上 

'の
i協
力
を
實
現
す

4

精
神
の
如
何

.に
庇
盛
で
あ

0

た
か
を
知
る
に
足
る
ざ
共

5̂
,

一
 

方
に
當
時 

英

國

め

，官

：民

間

に

露

國

じ

ー

財

：政

i

の

，援
一：助

：を

‘與
へ
、其
陸
軍
の
行
動
を
自
由
な

&

し
め
る
に
非 

ざ
れ

ぱ
、以
：ウ
て
獨
逸
を
ま
制

し

て
’

®

蘭
西
を
し
て
安
全
な
る
地
位
に
立
た
し
め
る
を
得
な
い 

ざ

云

^

臂
へ
の
盛
で

0
力

か

を

窺
ぅ
を
得
る
の
で
あ
る
。
斯
の
如

く

觀
察
す
れ
ぱ

、歐

洲
戰 

银

の
.初
期

12,

於

て
，英
國
を
中
心
ビ
す
る
國
際
金
融
上
の
關
係
の
生
じ
た
に
就
て

は
、英
國
に
露 

國

に

信
®

し
て
、獨
逸
を

恐

怖
す
る
念
が
頗
る
强

ぐ
，前
し

て

偶
々
英
國
が
他
の
諸
國
債
機
を 

設
立
す
る
を
得
る
地
位
に
居
り

力

こ
を
以
つ

て
，重
な
る
原
因
’と
ず
る
の
で

あ

る

。

面
し
て
，
 

千

九

.
：
，

|rrr

十

五
年

，ニ

月

十

五

.日
a

里
協
定
に

就

て

、議
會

の

承
認
を
得
る
爲

め
、
"

ィ
ド
•♦チ

I

ジ
 

氏
は
協
定
の
降
項
を
下
院
に
報
，吿

し
、

®

 

♦
説
明
を
試
み
た
。
之
じ
據
れ
ぱ
氏
は
英
佛
兩
國
を 

.

な
.

ウ
て
•せ

界

-い
於
.け
.

る
最
富
裕
の
國
で
あ
る

W

し
、英
國
の
富
力
を
以
づ
て
す
れ
は
對
外
放
.資

か

ら
生

t

收

入
に
碑
つ

.て
f

 

戰
費
支
辨
に
堪

へ
、侧
蘭
西
亦
雨
三
年
間
の 

支
辨
に
會
&
、兩
國
共

に

其
間
他
國
を
援
助
ず

る

に

苦
し
ま
ざ
る
も
の

で

あ

る

ご

し

、
一
方
に
英 

佛
露
ニ

1
,國
に
其
れ
ぐ
存
在
す
る
困
難
の
，何

.も
の
た
る
や
に
就
て
考
へ
、露
西
亜
に
就
て
は

、
M 

天

，
然

ー

資

源

の

豊

富

で

：：
が

る

に

-
拘
一
は

ら
；す
，之

.を
開

發
述
用

す

る

資
本
に
乏
し
ぐ
，兵
員
徵
募
の
-結 

'果

、生
：産
上
め
用
を
爲
す

可

，き
'勞
，1働

着

の

、
供
，，給

に

不

足
を

告
げ
る
に
至

ウ
た
' 

こ

e
が
擧
げ

、ら
れ
，
 

佛
蘭
西
に
就
て
は

•國
の

.最
も
富
裕
な
る

地
方
：
で
，然
も
首
都
を
距

る

五
十
哩
に
週
ぎ

な
い
所
に 

獨
逸
軍
隊
の

0

入
を
受
け

4
^

こ
と
：が
示

3
れ
、又

英
國
に
就
て
は
、食
糧
の
三
分

の

1

一
 

就
て

‘、購
入
せ
ざ
る
可
か
、ら
ざ

i

r

方
に
、製
造
工
業
の
必
要

ご
す
る

原
料
品
は
.多
く 

し
て
徵
發
さ
れ
，
船

舶
亦
戰
時
の

輸
送

に
從
ひ
ギ

時
に
於
け

る

如
ぐ
賞
、其

他

の
對 

入
を
以

b 

.
て
>輸
入
を
決
濟
す
る
能
は
ざ
る
に
至
ウ
た
黯
に
在
，る
ビ
し
，斯
る
三
'國
の 

ぅ
に
は
、廣
太
な

る

信
用
勘
览
を
作
ウ
て
，海
外
に
於
け

る
購

入
品
の
代
價
を
決
濟
す 

け
る

に
在
ざ
し
，遂
に
下
院
の
承
認
を

經
る
を
得

.

‘

然
、ら
ぱ
右
の
如
き
協
觉
の
成
立
し
た

.結

®

ご
し
て
、
三

國
間
に
於
け
る
財
政
上
の 

何
に
發
鹿
し
た

.で
ぁ
ら
ぅ
か
。

粒
に
先

だ

ち

，千
九
百
十
®
年
ホ
月
佛
蘭
西
は
愉
敦

第

す

九

卷

(
I
!
)

諭

就

.

欺
洲
聰
爭
じ
基
く
働
.癖
金
融
上
の
細
係
：
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第

！

號ニ

)

K

ド
商

會
を
通

じ
て
"

偷

^

市
場
に
期
限

1

年
の
大
蔵
傷
證
券
ニ
百
蔣
職
を
發
行
し
た
こ
ビ 

は
あ
る
が
，
固
ょ
ね
：兩
國
間
の

一

般
的
觀
善
關
係
を
利
用
し
れ
も
の
で
あ
ク

て
、
此
以
上
に
何
等 

の
满
解
を
存
じ
な
：か
つ
れ
。
然
る
に
千
九
百

十

起
ニ
パ
上
記
の
協
跋
成
立
す
る

や
，
續
い
て 

同
年
五
月
英
侧
兩

"國
：
財

政

當

局

，者

：の
，
間

：に

ま

じ

"
变

涉

の

步

を

進

め

て
、i

の
協
足
を
作
成
す
る 

に
至

0 
.

な
。

.即
ち
，近
々
"六
個
月
間
に

於
て
、

®

蘭
西
が
合
衆
國

，加

杂
陀
幷
に
英
ま
利
に
負
ぅ
愤 

务

の
十

五

法
.
の

多

ぎ

に

上る
.こ

ビ

を

豫

想

，
し
"
之

に

徵
す
る

資
金
.'
調
逢
法
ビ
し

て
、
英
國
は

® 

蘭
西
を
し
て
五

®

法
の
金
货
を
同
國
に
預
能
せ
し
め
る
條
件
の
下
に
，

®

蘭
西
の
爲
め
に
♦十
五 

隱
法
の
ク
レ
デ
年
ッ
ト
を
許
す
こ
ビ

 

> 
し
た
。
即
も
英
ま
利
は
對
米
满
替
調
節
の
爲
め
に
金 

聘
に
對
す
る
必
要
を
痛
切
に
成
じ
た

一

方
に
、！！
に
兌
換
制
度
を
停
止
し
た
働
蘭
西
は
國
内
に 

多
く
の
金
貴
を
所
有
す
る
こ
ビ
に
就
て
、躲
も
大
な
る
必
要
を
認
め
な

V

が
"
®
外
債
狭
を
決
濟 

す
る
敦

を

得
る
こ
と
を

急
務
で
あ
る
？

し
’斯
く
て
兩
國
の
間
：

に

お
の
如
き
取
弓
を
行
ウ

て
以 

P
て
：

無
旧
通
す

る
0

方
法
に

出
：で

f
e
:め
で
あ
ウ

て
，聯
合

國

間
の
金
融
的
調
節
は
最
も
圓
滑 

に

錢
展

し

た
，？，

.
而
し
て
右
の
取
を
第

1
囘
ビ
し
，爾
後
雨
國
間
の
金
融
，財
政
方
®
.
に
於
け
る 

0
係
は

Iギ
の
如
き
交

‘渉

0
^

下

に
、1

々
其
密
接
な
る
を
得
た
。
：

,§
5  

ニ
同
ニ
ル

I

五(

♦
十
一

月
。

卵
蘭
西
は

英
蘭

銀
行
を
通
じ
て
，國
防
債
芬
ニ
千
四
百
离
硫 

を
愉
轉
市
場
に
後
ぢ
：旧
、

®

募
者

n
r

蔣
ニ
千
人
の
：間
に
：之
を
顔
ち
、此
收
入
を
以
ゥ
て
開
戰
以
來 

英
：
負
へ
る
愤
，

—

の：：1
:

部
を
償
遺
し

た
。

:

.-

雄
三
囘

.
I

九

I

六
年

.一 :

凡
。
，英
蘭
銀
行
は
割
ネ

☆

年
利
五
分
七
厘
五
宅
の
®
國
英
货
大 

藏
举
瞪

：

芬
七
千

1
:
1

拝

萬

镑

の

：引

受

に

當

，シ"
1

方
-じ
佛
蘭
西
銀
行
は
右
金
額
の
三
分
の

I

に
相 

當
，す
.

る
金
货

を
.

英
國

.
に
资
し
た

。

.

I 

★

の
"

，
外，
傅は佛蘭茵锋英國て，
時，

t

資
金
を
借
入
れ

t

結
局
千
九

W

十
七
年

I
I

月

！
日 

に
-

於
て
.

、族
國
に
就
て
借
入
れ
た
資
金
は
！
億
九
千
與
硫
の
多
き
上
つ
た
ギ
典
に
、他
の
國
か 

ら
は
"

右_の
期
日
に
至
る

ま
で
，
何
等
の
借
入
れ
を
爲

.

さ
な
か
，つ

た
。

，然

も

蘭
西
は
戦
前
に
於 

，て
，相

當

資

力

の

豊|

富

な

る

：：國

Iた
y

け
、
單
に
英
國
に
債
務
を
賀
ぅ
の
外
に
"爲
す
所
な
き 

が
如
：
き

.

も
の
で
ほ
な
：か
つ
れ
。
現
に
英
國
に
は
金
货
を
現
送
し
て
、外
債
慕
猎
の
條
件
に
充
て 

.た
め
み

な
ら
す
，

白
耳
義

、希

-臉
、

ン
テ
’

ラグ.
露西亞

、塞

耳
比

£
4

の
諸
國
に
は
其
れ
ぐ
資
金 

を
^

^

付
け
、斯
ぐ
て
新
に
設
定
し
た
債
播
は
二

.

億

！

千
A

ぼ
高
硫
の
多
き
に
上
ら
、英
國
に
負
ぅ 

債
務
を
趙
過
す
る
の
計
算
を
示
し
た
の
で
ぁ
る

" 

'

'

箱
十
九
卷，

C 

n

ニ )

論

I
說
，，

歐
洲
戰
爭
に
基
く
國
除
金
融
上
の
開
係 

第

！
腿 

二 

ニ
！
.



SBBanz¥s

II

然
十
九
卷

(
！

四〕

ニ

露
西

g
j

は
歐
洲
戰
爭
に 

計

，寒

し

、
而

し

て

斯

く

，起

さ

際
，.間
，.；.の
.財
政
問

.題
-.を

，，.：紛

史
 

.月
：か
ら
、千
九
百
十
七
ギ
九 

:

て
、®
に
起
債
を
試
み
、其
金 

，萬

‘卯
，佛
蘭
西
！J

七
億
：六
千 

國
に

1

ブ
億
七
千
九
百
萬

.
®

0
. 

m
k ，歐
洲
戰
策
に
基
く
國
際
金
融
上
‘の
関
係

雜！

號

m

臨
ん

：

で
、
英
佛
雨
國
を
始
め
其
他
の
國
に
就
て
',.僮
務
を
ね
ぅ
こ
ビ
を 

れ
た
；
債
務
は
今
日
，ま
で
存
績
し
、露
國
の
承
認
問
®
に
陶
聯
し
て
ぜ 

一せ：：，し
め
：つ
义

あ
る

め

で
あ
る
。

一

兀

来

露

西

亜

は

千

九

百

十
！
：

年
八 

月

に

，至

る

間

に

'於
て
、
成
は
外
國
政
廣
に
就
て
、或
ほ
外
國
市
揚
に
，就 

額
資
に
：
十
億
弗
に
達
し
た
。
即
ち
英
國
に
二
十
七
億
六
千
ム
ハ
西 

二
百
，萬
卵
、日
本
に
：

f

億
五
千
ニ

 

S
萬
弗
、併
太
利
に

一

千
萬
兆
合
衆 

の
債
務
を
負
ぅ
に
至
ゥ
た
の
ャ
あ
ウ

て
、
此
外
に
露
國
中
央
銀
行
が 

英
國
に
'負
へ

る

九
.：億

七F

三
百
慕
：卵
の
債
務

も

亦
對
外
債
務
の
一
に
數

へ
ら
れ
る
。

歐
洲
戰 

.す
じ

.際
し
諸
國
力
外
國
に
外
債
を
發
行
す
る
や
多

.く
は
其
國
に
就
て
、物
資
を

.購
入

-

^
斯
.くて 

負
，へ
る
債
務
を

決

濟
ず
る

こ：W

を
重
な

：
.

る
目

：§

 

V
し
、隨
ウ
て
起
債
額
は

愤
務
额

を
限
度
ビ
す 

る
の

例
で
あ
ウ
ぬ
。
然
る
に
こ
れ
を
露
國
の
外
债
發

行
に

就
て

兄
る
に
、

二
個
の

異
例

ご

す

可 

き
も
の
が
あ
ク
た
。
筋

‘一
ほ
起

®

額
が
戰
特
に
購
入
し
た
物
資
代
金
の
決
濟

k

必
要
な
る
金 

额
を
赵
週
す

る
の
で
あ

ゥ
て
、此
超
過
額
は
外
債
の
利
子
支
柳
幷
に
爲
替
調
®
の
用
に
供
さ
れ

ね
。
レ
第一

一
は
諧
國
に
辩

f

タ

辕

，需

品

の

註

文

が

J
S

國
じ
於
け
る
起
債
额
に
對
し
て
、必
す
し
：も 

一
政
せ
ざ
る

一

事
で
あ
う

て
、現

K

日
本
幷
に
合
衆
國
の
如
さ

は
、起
債
額
ょ
り
も
想
に
大
な
る 

註
文
に
接
し
ね

r

方
に
、英
國
の
如
き
は
，物
資
注
文
額
を
大
に
«
週
す
る
程
度
に
於
て
繞
國
の 

得

め

，じ

"
ク

レ

デ

キ

ッ

：，ト
を

，
開
さ
、恰
も
英
國
自
ら
露
國
の
合
衆
國
や
日
本
に
對
す
る
債
務
の
決 

濟
に
對
し
て
、仲
介
者
：た
る
職
分
を
取
る
が
如
き
，地
位
に
立
つ
，たの
で
あ
る
。

然
，.
£:

ぱ
英
露
兩
國
，の
間
に
は
、國
際
金
融
の
點
に
於
て
如
何
な
る
：取
引
が
行
は
れ
た
の
で
あ 

一も
.か

。
：；
ぺ
；
露

西

亜

が

歐

；
洲

：戰

爭

に

：' 於
て
，聯
合

.國
"の
：一

員
ャ
あ

P

た
期
，
間
，
同
國
政
麻
，英
國
政
庶
幷 

に
英
蘭
銀
行
の
三
者

間

に

む

は

れ

，，力

金

融

，取

引

の

總

額

，
は

賞

，

じ

五
億
.六
千
八
百
三
十
七
微
硫 

の
多
き
に
上
る
の
で

あ
ゥ
て
、
其
內
容
を
列
記
す
れ
ぱ
、左
の
如
く
で

あ
る
。 

X
 

:r
.

l

九

1
I
I

年——
一

九
.一

五
年
，に
至
る
露
國
の
金
貨
現
送
。
英
露
.雨
國

間
に 

に
腦
す
る
協
定
の
成
立
し
た
の
は
ギ
九

W

十
五
年
二
月
で
あ
る

が
、
其
以
前
か
ら
兩

じ
重
要
；な
.る
取
引
の
行
は
れ
め
も
の
が
あ
る
。

.
即
ち
'其

1

は
千
九

W
十
四
年
十
月 

國
，に
，向

ウ

て

、金
货
八
，：百

.萬
#
:を
賣
.却
し

力
こ̂
 

f

 

て
、英
國
政
府
は
之
を
以
ウ 

.府
が
英
國

に

於

て

購
入
す
る
軍

0
品

代

の

.決
濟
に
充
て
る
ビ
共

に
、斯
く
金
货
の 

.

.腐
十
九
卷

(
一

五〕

諭
說
欧
洲
戰
爭

Li

基
く
國
隙
金
融

, 

雜一

號

W
力
援
助 

國
閩
に
旣 

露
國
が
英 

て
露
國
政 

g
K

入
れ

^

!

五

'ぐ，'，



策

十

九

卷

(
一

六〕

論

依
つ
て
.、英

蘭

銀

行

，正
货
準 

镑
の

M

付
金
を
®
す
こ
ご 

は
輸
送
の
安
全
を
期
す
る 

は

ら

す

"倚

ほ

金

貨

を

搭

載 

か

ゥ

た

結

架

，爾

後

の

，企
®
 

て
，グ

K

ン

ク

，

グ

ァ
I

じ 

銀
行
の
！

準
備
に
計
算 

英
蘭
銀
：行
は
發
行
銀
行 

、ら
や

*
其
所
有
す
る
®
货
雜 

®
に
於
て
も

"
共
に
多
し
ご

:

:
:0 

:

,,.欧
洲
戰
爭
に
基
く
國
際
金
融
上
の
関
係

 

第一

號 

一

六

傅
の
常
固

w

r
爲
，る
を
得
る
代
償
ど
し
て
、露
國
政
府
に
一
千
ニ

 

W

离 

:
:
‘>し；

た
。
；
右
：の
，金
货
を
露
國
か
、ら
英
國
に
現
送
.す

る

に

當

英

國 

，爲：：：

め
：
.に
、事
を
絕
對
秘
密

« 

^處理
し
、非
常
の
*
戒
を
施
し
た
に
拘 

し
た
軍
用
汽
船
の
：敷
設
水
雷
に
®
か
さ
れ
る
の
痛
臉
を
免
か
れ
な 

現
送

y

は
鐵
道
便
に
依
ら
、浦
腹
斯
德
に
出
で
本
堪
艦
に
搭
載
し 

陸

揚

け

，ネ
ッ
ク
：：ブ
，に
：開
か
れ
力
英
蘭
銀
行
勘
定
に
移
し
、以
つ
て
同 

さ

れ
る.

便
：：

宜
法
が
案
出
さ
れ
る
こ
ご

、

爲
つ
た
の
で
ぁ
る
。

す

し

て

，
平生
，國
'の
內
外
’し
屋
つ

て
，絕
大
の
.信
用
を
有
す
る
に
拘
は 

傭
は
銀
：行

.券
修
行
，高
に
對
す
る
：比
率
に
於
て
も
，將
た
又
絕
動
の
數 

ず
る
を
得
な
い
。
唯
，諸
外
國
に
就
て
、何
時
に
て
も
囘
收
せ
ら
ろ
可 

き
.憤

®

の
收
入
を
有
し
、之
を
金

1：

货
の
形
態
に
於
て
，同
收
す
る
を
得
る
こ
ご
に
望
み
を
織
い
で
，
 

以
り
て
安
ん
す
る
を
：

i

ね
の
で
ぁ
る
が

"戰
時
に
於
，て
は

g

、ら
事
情
を
異
に
し
，平
生
安
ん
す
る 

を
得
な
很
據
亦
必
ず
し
も
安
し
ご
す
る
を
得
な
い
。
即
ち
債
權
の
設
究
ず
る
こ
ご
を
條
仲
ざ 

レ
て
，平
生
，多
額
の
金
貴
を
普
藏

.し

C
V

S

あ
る
佛
蘭
西
銀
：行
や
、露
西

®
銀
行
を
し
て
其

一

部
を
.，，

放
出
せ

レ
.め

•兩
銀
.行
の
有
ず
る

所
に

任
せ

.た
な
ら
ぱ
、空

し
く

银

の

'庫

中

に
.

於
て
死

藏
ず
可 

さ

も
の
を
英
蘭

0
行
の

^
，に
称

.し
，銀
行
芬
に
對

す
る

ま
傭
ご

し
’

信
用

あ

る
銀
行
券
の
發
行
さ 

れ

る
こ
ご
に

依
つ
て
、之
を
流
動
せ
し
め
ん

V
J

し
た
も
の
に
外
な
ら
な
レ
。
斯
の

如
く
し
て

英 
顧

；；

9
對
外
貸
#
は
圓
滑
に
行

は

れ

る

，ご

共
‘

に
-平

生

金

貴

.を

蓄藏
ず
る
：

こ
ダ
に
勉
め
て
雨
银
行 

の
：處
置
を
し
て
意
義
；あ
々
ぁ
の
た
ら
し
め
，同
時

‘に
其
國
亦
英
蘭
銀
行
の
地

.位
を
攀
圓
な
&
し 

め
た
の
で
あ
つ

て
、英
國
財
政
策
の
巧
智
は
正
に
此
點
に
發
揮
さ
れ
た

 ̂

S
へ
る
の
で
あ
る
。

..
ニ
"其
以
後
に
於
け
る
：英
國
の
動
露
ク
レ
デ
キ
ッ
ト
。
第

一

項
に
揭
げ
如
き
少
額
な
る
資 

金
で
あ
つ
て
は
，

®

爭
の
進
行
に
，伸
ラ
露
國
の
財
政
雞
を
緩
和
す
る
に
足
ら
な
い
。
斯
く
て
千 

九
百
十
五
年
二
月
の
巴
：里
に
於
け
，る
英
佛
露
三
國
財
政
當

.局
者
の
會
商
に
先
だ
ち
，英
國
は
上 

記

の一

千

ニ

百

腐

：練

の

外

ね

，
ニ

千

萬

：練

：の

.資
金

.を
露
國
に
：貸
出
す
こ

V
J

、
し
た
。

蓋
し
斯
の 

如
く
，し
て
露
國
を
し
て
急
速
に
戰
鬪
準
俯
を
完
成
す
：，る
に

.就
て
"後
 
<顾の
憂
な
か
ら
し
め
る
こ 

V
Vを

勘

し

た

の

で

あ

，る
。

.

，ビ；：

ニ
，

r
n
l

里
協
定
，成
ま
後
に
於
；け
る
對
露
資
金
融
述

" 

'巴
里
協
足
の
成
立
共
に
莫
國
は
更
に 

多
額

Q
:

資

金

を

露

，國

に.融
通
す
る
こ

S
に

：み

定

し.英
蘭
銀
行
は
政
庶
保
瞪
の
下
に
"千
あ
百
十

银

十

九

卷(
1

七)

諭

魏

歐

洲

戦

爭LL

基
く
國
膝
金
融
上
の
翻
係 

第

！
號 

一

七



然
十
九
海

(
一

八

)
論

-
-

說

歐

別

戦

举

i

 
く
國
際
金
融
上
の
蘭
係 

第

i
 

.一
八

五
.

f
1
,
,
B
以

，求
I

魔
#

の：露
國
大
藏
當
瞪
券
を
數
'次
に
宜
ウ
て
引
受
け

た
。

斯
く
英
國
が
露 

國

の
爲
め
に
，

K

金
を

.融
：
通
す
る

ごk

時
に
、
露
國

の

所
有
ず

る

金
貨
準
備
を
刺
用
し

て
、
以

0
て 

0
"國

め

，便
を
擧
げ
ん
ご
ず
る
：力

針
の
續
行
さ
れ
な

こ
ご
は
、
注
目
に
値
す
る
所
で

あ
る
。

即
ち 

千
 

一L
百
ト
£
年
九
月

メ 
I

 U

シ
じ
於
て
、英
佛

雨
國
の
協
定
成
立
し
，英
蘭
銀
行
幷
に
侧
蘭
®
銀 

f
は
近
く
.®育
に

於
て
#
行
さ
れ
る
英
侧
聯
合
公
償
の
信
用
を
發
揚
す
る
必
要
上
鎌
育

に

四 

千
腐

碼

，の

金

货

を

現

送

す

る

：

に
當
タ

"露
0 

に

請

求

し

て

同

银

の

金

货

を

，麟せ
し
め
ょ
ラ 

ビ

し
、露

國
の

代
我

者

パ
ダ
ク

藏
相
を
偷
敦
に
招
政
し
て
、其
旨
を
傅
へ

ね
。

然
る
に
露
西
亜
政 

ホ

は
デ

r

ダ
幷

.ド
公

银

の

感
情
を
願
慮
し

て
、
中

*

銀
行
の
金

M
準S

じ
满
損
を
來
す
こ
ご
に 

困

難

な

，

ビ
し
た
に

對
し
、
英

刷

：

の
‘藏
相
マ
ツ
ケ
ン
ナ
氏
は
露
國
が
單
に
贊
付
の
形
式
に
於
て

'
 

相
當

，金
額
の
金
货

を

英
國
に
ま
付
，し
た

な

ら
ぱ

，英

國
は
之

，を

條
仲

£
し

て
，
露
國

K
新
な
る
ク 

レ
デ
キ
ツ
ト
を
開
く
可
き
こ
と
を

以
つ

て
、
露
國
を
誘

ひ
，
結
局
®
後
に
於
て
露
國
は
金
货
ビ
同 

額
の
英
國
々
庫
債

參
を
受
く
る
：

右

：

の
交
付
は
露
國
民
に
對
し

V
、

絶
對
秘
密
じ
仲
せ
ら
れ 

る
こ

ビ

の1
1

條
仲
の

下
に
、
金
貨
を
交
付
す
る
の
約
定
を
諾

し
，r

方
に
英
國
政
府
は
自
キ
一
年 

I.

間
英
德
銀
行

.を

し

：
て

每

月

ニ

1

肯
英
十
蔣
ま
め
露
國
大
藏
省
瞪
券
ぐ
割
引
を
公
定
步
合
ょ
-
^
一

分
高
の
步
合
を

M

ゥ
て
，行
は

し

め
る
こ
ご
、
し
、斯
く
て
露
國
を

し

て
圓
千
蔣
破
の
金
货
を
現 

送
せ
し
め
力

5^.

後
英

.

®

の
金
督
を
必
委
ご
す
る
事
情
の
急
迫
す
，る
に
隨
ひ
、露
國
は
千
九 

十
七
年

U

月
革
命
勃
修
の
直
ま
ま
で
、

®

々
金
货
の
現
送
を
行
ひ
、日
英
雨
國
海
.取
當
局
者
の
協 

定
に
：
®

を
旧
本
の

.；®
:艦
が

.現
寒
の
任
務

.に
，當
つ
た
。
斯
く
て
英
®
め
露
國
に
對
す
る
貸
付
企 

の
-總
額
は
五
億
六
千

A
百
筋
硫
に
上
：るみ
で
ぁ
つ
て
、此內
の
九
耳
七
十
萬
硫
革
命
後
倫
敦 

に
於
ゼ
る
露

®

亜
國
嚴
委

：

員
.會

し

，

v^:

行；は

^
^
^
^
た
貸
时
金
に
屬
す
る
。

然らぱ露西は佛蘭西

.に
勸
し
て
、如
何
な
る
拨
助
を
求
め
た
で
ぁ
ら
ぅ
か
。.露
國
が
英 

に
於
て
求
め
た
財
政
的
援
助
ビ
佛
蘭
西
に
於
て
求
め
た
同
樣
の
援
助
ご
を
比
較
す
る
ざ
"後
 

の
揚

<
ロ
化
於
て
は
、第

一

、銀
お
に
對
し
て
、何
等
の
駒
係
を
結
ぱ
な
か

◊

た
こ

V
S第

！
r

金
货
の 

あ
に

®

す
る
何
等
の
要
求

.
に
接
し
な
か
？
た
こ
ご
の
ニ
點
じ
就
て
、前
者
に
對
し
な
る

. 

溢

を

蒋

す

る

。

思

ふ

に

，ま

：.蘭

®

.
が
金
；貴
風
；送
に
就
て
、露
®
亞
に
何
事
を
タ
要
求
し
な
か
つ 

.の
は
、佛
：蘭
西
に
於
て
、露
西

®
:
:の
：，爲

め

に

開

か

れ

な

ク

\

ダ
キ
ッ
ト
は
®
國
に
於
て
購
入
す 

厲
働
；寧
需
品
の
代
金
決

#

#

:に

S

國
に

#

す
る
：露
國
公
傭
の
利
子
支
拂
に
充
當
さ
れ

、他

€
y

 

に
供
さ
れ
ざ

る
，
.

事
賞
に
称
ぅ
も
の
ビ
認
め
ら
れ
る

0

戦
爭
の
經
過
中
、露
國
政
府
は
千
九
百

ぐ
十-*
^

f
.
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！
九〕

偏

M

欺
：洲
職
第
じ
驻
べ
I

金
融
上
のi

 

幣

m
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九
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热

十

九

卷(

ニ
0

)

倫
.

魏
欧
测
戦
哉
に
基
く
國
際
金
融
上
の
職
係

 

筋

1

號

ニ

0

ト
冗

卞
ニ

月
"同
.

年
十

1

月
摊
に
千
九
百

+

六
年
六
月
の
三
囘
に

M 

C
V

て
佛
蘭
西
か
ら
財
政
的 

拨
协
を
求

め
れ
の
で
あ
る
が
•此

援
助
，を
爲
す
に
就
て
、側
蘭
®
の
方
に
之
を
困
難

ビ
す
る

事
情 

の
孜
し
た
こ

：

な

は
、千
九
；r
H

十
六
年
六
月
の
會
合
，に
於

て
、
佛
蘭
西
の
藏
相
ジ
♦ホ

I

氏
が 

,
,
吾
人
は

サ
ン
し

も
必
要
ビ
あ
ら
ぱ

*

聯
合
國
の
爲
め
に

"吾
人
の
資
源
の
極
度
"̂
<ず
る
所
ま

で
、
援 

J

 

へ
な
け
义

ぶ
な
ら
な
い
道
理
で

あ
る
が
，

一
方
に
自
國
の
狀
況
の
次
银
じ
不
ネ
ご
サ 

る
こ
k

がI
S

め
ら
れ

る
。

卯
ち
吾
人
は
戰
数
に
戯

す
る

爲
め
，大

な
る

样
度
ま
で
、侧
圓
西
銀 

.
-
r

に
依
輯
す
る
こ
と

を
强
要

さ
れ
，
吾
人
が
聯

<
n國
の
爲
め

に
，
供
へ

る
®
付

金
を
供
給
す

る 

も
の
は
、

や

T

の
.

M

蘭
西
銀
行

あ
る
の

み
で

あ
る
'
 

が
、®

蘭

西

銀
行

も

银
行
を
墙
敬
す

る 

.

以
外

に
、
其
資

力

を
，播
加

す
る

何
，等
の
方
便
を
持
た
な
い 

ビ
明

言
し

た
こ
，
じ
に
依
ジ

H
、

其

I

斑
を
窺
ぅ

1
2

足
リ

る
。
然
も
此
ぜ
難
の
間
に
於

て
、®
 

H

西 

は
で
九

*r
z

十
五
年

二
月

.以一來'露

國
に

向
-:

ウ，す
^

十

三
億

ニ

千

五

百
萬

法
の

資
金
を
融
通
し
た 

こ

V
J

は
聯
仓
國
や
ね
，同

g

國
れ
る
の
情
鹤
已
む
を
得
ざ
る
に
出
で

4^

も
の
ビ
考
へ

ら
れ

る
の

で
め
る

本

は

，欺

洲

M
银

の

際

英

佛

兩

國

に :

對

す

る

資 

金 、

の

貸

出

に

依
0

て

m

m

金

融

少

の

W

係
を
有
す

.る
に
至
つ

.た
が
、其

S

係
の
：特
に

®

著

な

-
=
^
ビ

認

め

ら

れ

る

の

は

 

>賞

、に

露

國

に

對
 

す
る
金
融
的
交
涉
で
あ
ゥ

f
t。
蓋
し
露
國
は
開
戰
の
當
初
か
ら
、西
歐
請
國
ご
の
交
通
の
杜
絶 

す
.

る
に
至
ゥ
た
結
染

>勢
日
本
に
就
て
、多
額
の
辕

l
i

品
其
他
の
物
資
の
供
絵
を
仰
が
ざ
る

可

か

ら
ざ
る
に
至

\

日
.本
物
資
の
露
國
に
於
け
る
輸
入
額
は
頗
に
墙
進
し
た
の
で
あ
る
。
之
に

®
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.

す
る
支
挪
は

如
何

に
し
て
行
は
れ
ぬ
か

V
i

,云
ふ

に
，
始
め
は
直
拔
の
送
金
に
依
英
國
を
經
ぬ 

す
る
方
法
に
依

•ウ
た
の
で
あ
る
が
、支
拂
を
，要
す
る
金
額
の
大
ご
爲
る
に
隨
ひ
*確
乎
力
る
方
法 

の
設

，：
2

>

 

£
れ
る
こ
ご
：を
必
要

^
<

3

し
、
結
局
左
：の
如
さ
機
會
に
於
て
、

a

々
の
協
定
が
行
は
れ
な
。

一！

九

！六
年

11:

月
。：
M
露
國
；，政庇

‘

V
J

日本
©
:
:

銀
行

M

ば
の
間
に
，後
者
を
通
じ
て
、露
國
大
藏
省

I證
券
五
千
萬
圓
を
，日

‘本
の
市
場
に

：
® Ijiv

す
る

.こ
ご

\
爲
つ
め
。

:

.
,

:

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.
-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

,

.

.

.

.
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>j.;

九
-1

六
年
四
月
。
；日
本
銀
行
辟
露
：

P
:七
分
利
：付

4
<

藏
省
磁
券

一

千
六
百

.离
圓
を
御
引
し

'

ン

べ

其

代

金

は

露

國

が

：日

本

政

府

.に
就
て
賈
入
，れ
ヵ
始
船
の
，支

g

じ
供
用
し
た
。

-  

• 

.

.

.

. 

• 
. 

• 

■
.

，に：：，1:

九

，
！
六
，
年

九

月

。
：
：，
日

本

.の
銀
，行
圓
は
露
國
政
庶
じ
七
千
あ
圓
の
資
金
を
融
通
し
、之
じ
幽 

M

し
：
同
國
大
藏
省
瞪
券
の
交
付
を
，受
け
た

".：'  

而
し
ャ
千
九
百
ナ
七
年
九
月
前
揭
大
藏
猎
瞪 

-

券
の
滿
期
ざ
爲
つ
ね
も
の
を
償
遺
ず
る
爲
め
、露
國
政
府
は

B
本
銀
行
に
就
て
、六
分
利
付
大 

第
十九
卷

(

ニ一
〕

論
：

駄
軟
洲
戰
基
く
國
陈
金
融
上
の
駒
係

 

供
！號
 

ニ
！

j.



II
1

i

:
:
:

俄

 ̂

論
説
欺
洲
戰

s

f霞
金
遊
上
の
隨
係 

筋

S 

ニ
ニ 

蔵
，第
瞪
券
の
割
引
を

K

乂
け
，
其
內
の
七
千
寓
圓
を
以
ウ

て
.、
體
券
を
.償
撮

し
，
千
九
百
十
七
年
十 

月
に

於
て
も
、
冻

间

機

の

；：處

：
®

じ
出
で
れ
。

:

一
：
；
，
右

：
の

"外
：露
西
亜
が
軍
：

P

品
：を，

供
給
ず
；る

.

諸
種
の

日

本
商
會
に

就
て
、
借
入
れ
々
金
額
は
七
千 

與
圓
に
上
ウ
タ
：ぐ
稱
さ
れ
る
。

.

.合

0
國
は
直
释
に
戰
爭

M

翁
：加

.す
る
以
前
に

.
於
て
は
、露
國
に
對
し
て
，

W
政
的
援
助
を
腐
へ 

る
こ

 ̂

K
晴
躇
し

*ゆ之を與へ

.
る
か
し

.て
，も
，其
金
額
を
、制
限
し
、又
其
利
子
を
高
率
に
置
い 

S
M
0
國
の
合
裁
國

k

就
で
、購
入
し
た

.
® 
0
品
の

'代
金

^

與
.ら
英
國
を
經

e

し
て
ま
拂
は 

れ
る
の
常
で
ぁ

◊

た
"
，戦
參
加
前
，合衆
國
に
依
つ
て
行
は
れ
力
露
國
の
，

S

政
的
援
助
は
左 

の
如
く
で
あ
る
。

箱

1

、千
九
百
十

1

年̂
十
月

ナ
シ
ナ
て
シ
チ

ー

银
行
は
露
國
大
藏

•ル？
の
爲
め

.に
、
五
百

族
卵 

の

ク

V
ダ
：キ
ッ
ト
：を
開
き
、露
國
は

.之
に
對
し

K

六
分
の
利

-子
幷
に

X

百
.分
の

1

の
手
數
料
を 

貪
擔
す
る
。

第1,1

、千
九
，百
十
五
年

M

月
露
國
，大
藏
潜
は
五
分
，利

#

大
藏

S

芬

1

千
群
®
を
價
格
九
す 

八Q

飼
合
を
以
ク

て
、
ナ
シ

^

ナA
、

タ
チ
.
1

銀
行
に
ず
付
し
愛
ギ
満
⑧
の

®̂

来

*
共̂
に

！ 
W

播

の
證
券
を
变
付
し
て
，以
前

..の
分
を
借
換

‘r

千
九
百
十
七
年
四
月
更
に
同

T

の
手

.續
じ

.出
で
れ

A
 

，.
，愈
：m

ギ
九
百
十
六
年
六

..月
露
國
大
藏
當
ビ
合
衆
國
銀
行
圓
ご
の
間
に
協
定
成
立
し
、後
者
は 

前
者
の
腐
め

に
、
五
千
腐
卯
の

ク

て
チ
キ
ッ
ト
を

許
す
ご
共
に
、

前

者

は

！1:1

個
ギ
以
內
じ

、
® 
M
を 

以
つ

.
て
*此

タ

レ

.デ

キ，ッ
ト

.の

.下
に
、融
通
を
受
け
た
資
金
を
返
遺
し
、又
此
資
金
は
合
娘
國
に
對 

.
す
る

.
支
拂
の
み
に
利
用
：

さ
れ
、

同
時
：
に

右
の

ク
レ

デ
牛

タ
ト
を
做
瞪
す
，

る
爲

め、
合
衆
國
銀
行
圓 

み
爲
め

.
に
、露
都
に
於
て
、露
西

®

巾
夹
銀
行
は

ル
-
-

プ
ダ
货
を
以
ゥ
て
、七
千
七
ぼ

0 
0
.の
ク
レ 

デ

キ
ッ
ト
を

開
合
衆
國
シ

ン
.デ

，キ

ヶ

ー

ト

に
依
ゥ

.
て
*利
用
さ

れ

ざ
る
グ

I

プ

k

情
用

の
金 

額
に
對
し
て
，露
國
政
府
は
ギ
利

‘六
分
五
厘
を
支
拂
ひ

^
^
利
子
額
は

一

ル
i

プ\

に
付
き

111

十 

三
仙
三
分
ゆ

一

の
'鶴
合
を
以
ゥ
，て、換
算
さ
れ
る
こ
す
爲
ウ
た

。
'

第
四
ギ
九
百
十

六
あ
露
國
政
府
は
同
一
の
シ
ン
デ
ネ
ヶ

I

ト
を
通
じ

て，一

一
千
五
百
萬
卵
の 

大
：藏

#

瞪
券
を
合
：衆
國
市
壤

K

發

枝

し

れ

。
，：利

率

は

：五

分

五

厘

で

ぁ

て
.，千
九
西
ニ
サ

一

年 

十

n

月

1

ほ
を
以
つ
て
、償
遺
期
，ビ
し
、所
有
者
の
希
望
は
依
ら
，紐

育
に
，於
て
は
弗
货
な
ね

"
露

0 

，に
於
て
は
V
當
日
の
爲
替
相
場
に
依
ゥ
て
換
算
さ
れ
た
ル
プ

I

が
货
な
ね
、孰

れ

か

1

れ
以
ゥ

て
，
 

支
柳
は
れ
る
规

5
^
で̂
あ
ゥ
た
。

银

十

九

卷(

‘二
王〕

諭
說
厥
撒
職
爭
に
基
く
國
隙
金
融
上
の
関
係 

添
！
跋 

§
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園



1

■

筋

十

九

卷(

ニ
四)

論

，

眺.
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駄
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甚
く
國
隙
金
融
上
の
掘
係 

^
5 

ニ 

0

,
若
し
，其
れ
合
，银
國
：が
，歐
洲
戰
爭
に
加
入
し
て
以
後
の
財
政
的
援
助
に
就

V
*

は
，次
項
に
之
を 

詳
說
す
る
が
其
露
西
亜
に

M

す
る
部
分
を
略
說
す
れ
ば

"

^1

に
三
億
ニ
千
五
百
群
卵
の
ク
ン 

デ
キ
ッ
ト
が
露
國
の
爲
め
に
開
か
れ

.利
子
に
就
：て
は
ギ
九
百
十
七
年
十

一

月
以
前
引
出
に
係 

る
も
の
に

ほ

三
分
五

厘
，其
以
，後
引
出
の
分
に
對
し
て

は
、四
分
五
厘

.ビ
し
，千
九

f
w十
七
年
十

！ 

月
十
五

-
n
ま
で
に
、辨

に

1
億
八
千
八
百
萬
卵
の
引
出
が
行
は
れ
た
が
、

♦ホ
ル
シ

H

グ
キ
ス
ト
の 

ク
I

デ

タ

以
来
合
衆
.國
政
府
は
露
國
に
辦

し
て
、一

切
の
信
用
を
停

か
’

し
ね
の
で

あ

る

。

1
1
1
:
:

ギ
九
；百
十
七

.年
‘同
月
六
日
以
：前

★

衆
國
，は
歐
洲
变
戰
請
國
に
對

し
て
，
單
純
な
る
軍
需
品
商 

人
た
：る
の
地
位
を
ぐ
め

^
^
何
な
る
，國
：に
も
自
國
の
物
資
を
賣
却
し
、只
營
其
多
き
を
亥
つ
れ
の 

セ

あ
る

が
、同
日
を
以
ウ
て
斯
る
地
：位
を
脱
し

m
來
聯
合
諧
國
に
の

み
、
大
な
る
供
給
を
寛
大
な 

る
條
仲
の
下

に
，
爲

す

ざ

典
に
，中
歐
詣
國

に
：動
し
て

は
、
全
然
自
國
の
市
場
を
閉
傲
し
れ
の
で
あ 

る
0

蓋
し
千

九

百
十
七
年
に
入
つ

て
，
雨
三
月
を
經
る

や
、
歐
洲
聯
合
請
國
の
財
政
殊
に
纖
外
支 

拂
に
刷
す
る
財
務
が
漸
く
危
臉
の
地
位
に
陷

&

來
ウ
た
こ
ご
は
，掩ぅ
可
か
ら
ざ
る
事
賞
で
あ 

ヮ
て
、
詣

國
は
合
衆
國
な

も
、
他
の
齋
國
な
ら
に
就
て
.軍
需
品
を
購
入
す
る
に
當

タ
，如
何
に

し
て

I
I

其
代
金
を
決
渡
す
る
か

.其
方
法
に
就
て
、苦
惱
す
る
所
少
な
し

W

し
な
か

c
\

ね
。

1

方
に
從
艰 

<
3

弗
國
に
於
て
は
，聯
合
諸
國
に
決
濟
資
金
を
供
給
す
る
に
就
て
，

g

る

宽

大

で

あ

ゥ

，た

が

，
現 

其

前

年

十，一

聯

邦

：準
，傭

金

局.めm

國
：金
融
社
會
が
外
國

.政
府
に
金
'融
上
の
便
宜
を
與
へ
ろ 

に
就

..て
、樂
觀
に
失
せ

.ざ
る
や
に
刷
し
て

#

吿
を
發
し
れ
。

.
此
警
告
は
；從
来
不
慣
れ
の
爲
め
に
，
 

隱
躇
し
つ

\
對
外
放
資
に
從
つ
て

S
5

り
た
合
跟
國
の
資
本
家
や
、金
融
業
者
が
其
後
次
第
に
時 

S

.
に
驅
ら
れ
て
，放

膽

さ
す
し
て
，對
外
放
資
を
試
み
て
？
 

力
際
で
あ
ウ
か
ら
，彼
等
じ
，對
し
て
は
，：

T

も
晴
天
に

»

霞
を
耳
に
す
る
の
思
ひ
あ
ら
し
♦めた 

k

相

®
,な
い

0
現
在
の
狀
況
や
、目
前

の
事
實
に
超
然
た
る
態
度
を
持
し
、以
つ
て
金
融
市
場
：
 

.躺
轄
，的
勢
力

.
揮̂
ぅ
可
さ
聯
邦
準
備
金

.局
の
處
置

W

し
て
は
，誠
に

至

當
の
も
の
で

あ
つ

て、爾 

來
世
人
を
し
て
準

‘備
金
局
の
存
，在
を
知
ら
し
め
，又
準
備
金
局
を
し
て
重
か
、ら
し
め
た

こ
ど

少 

な
レ

.ご
し
な
い
。

.然
し
な
が
ら
；此
誓
吿
が

4
2

银
國
の
*
外
放
資
じ

一

頓
挫
を
器
起
し
ね
こ
ご 

一
は
、勿

論

；
で

あ

つ

て

、
爾

#

同M
:

の
：
資

；本

，家

は

；
醫

吿
の

趣
意
を
體
し
#
國
じ
債
權
を
設
定
せ
ん

ダ 

ネ
る
か
，其
貸
付
先
：

に
.：

對

し

：て
；
必
：
す

擔

保
#

を
請
求
し
•幸
に
英
佛
兩
國
は
外
國
有
價
瞭
券
を
所 

有
‘し
，，て
、擔
保
提
供

0

求
め
に
應

‘す

る

に
苦
ま
な
い
ょ
ぅ

な

7
P

の
\
果
し
て
永
く
合
银
國
債
權
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上
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號

ニ

-パ

者
の

f
^
s
i

す
る
擔
保
瞪
券
を
提
供
し
て
、支
障
を
覺
へ
ざ
る
を
得
る
や
否
や
に
就
て、疑
惧
の
念 

な
き
を
得
な
か

0

た
の
で
あ
る
。
隨

◊

て‘
斯
る
際
に

<

&
激
國
が
敢
然
戦
爭
に
參
加
し
て

"

聯
合 

國
の

T

貫
ビ
爲
り、財
政
，的
後
：

助
に
就
て
•極
め

て
寬
大
な
る
態
度
を
取
る
こ

\

爲
つ

な
の
は
、
 

國
隙
金
融
に
於
け
る
局
面
を
一
離
す
る
に
與
ウ
て
大
な
る
カ
あ
ウ
た
も
の
で
あ
を
。

千
九

百
十
七

年

四
月

六

日

合C

國
が

®
爭
參
加
に
決
定
す
る
や
，同
國

ざ
聯
合
‘諸國
ビ
の
財 

政
的
關

，
係

は

許

變

した

ご

云

へ
る
。

：.

即
ち
慑
近
ニ

年
間

聯
合
諧
國
は
合
激
國
に

就
て
、
多
額
の 

.軍
需
：扁
を
購
入

し

，其
代
金
決
濟
ほ
同
國
銀
行
：紫
者
の
付
與

ず
る

ク
レ
デ
キ

ッ

ト
に

.依
ゥ
て
、む 

ほ
れ
ね

の
で
あ
づ
た
が
ぶ

‘
.や
.合
激
國
政
府
：

自
ら

銀
行
業
者
に
代
つ
て
、其
任

H

當

ら
ん

V
；

す
る 

に

至
.
つ

た

。
.
斯

くて
爾
後
三
年
間
合
激
國
は
聯
合
請
國
に
對
し
て
，

九
ホ

五
億

卵
を

趙
過

す
る 

取
#
 
b
叩
を

供
給
し
、之
一
に

對
す
る

支
，®
を
‘將
來
不
定
の

時
期
に
待
ゥ

こv
r

、
し
た

一

方

從
來

ま

國

に

*
し
て
，盛
に
資
傘
俄
給
；め
任
；

LT

當
ゥ
た
も
の
は
英
國
で
あ
み
、側
蘭
西
之
に
續
い

' .

.

.
' 

. 

.

.

.

.

.

.

-

.

.

.

.:
1 

■ 

■

た
が
、漸

，
ぐ

其
：地
位
を
合
银
國
；に
譲
ら
，合
银
國
は
進
ん
で
英
條
兩
國
年
'娘
の
地
位
を
繼
濟
す
る 

i 

、
爲
ク

4
^
。

：，：

即
ち
千

」

ル
百
十
七
年
四
月
か
ら
千
九
百
ニ
十

' 年
三
月
至
る
間
、英國
が
他 

;

國
に

"貸
出
し
た
金
額

，® 4
-

1

-億
七
千
六
百
萬
苑
に

*

し
て
，他
國
か
ら
借
入
れ
た
所
は
四

4
-

r
a

I
I

I

I

;::s:g3:rss::?:ya:m8
2
g:.

ぃ

レ

億

，九

千

，八

百

萬

煎

！

i
:

上

ぐ
.佛

蘭

酉

：
に.至

：つ

ず

：は̂

十̂

五

億

四

千

，萬

弗

を
貸

：！2
け
て
，四
十
六
億 

七
千

1
E

百

K
卵
を
借
入
れ
た
事
賞
に
徵
し
て

*其

！

斑
を
知
る
を
得
る
の
で
あ
る
。

右
の
如
き
规
模
の
頗
る
大
な
る
國
際
財
政
上
の
取
引
が
合
衆
國
に
依
ゥ
て
、行
は
れ
る
鎮
ニ 

步
.：は

I即
ち
千

九

百
十
七
年
，四

.月

す

一

，
日

に

始i

る、同
日
代
識
院
纖

.員
で
、耳
，ゥ
同
院
の
財
源
調 

達
榮
貴
會
の
委
員
畏

 

'

で
：：

あ

る

キ

ッ

チ

ン

：
氏

，は

よ
^

^
银

の

公

債

を

發

一

ぼ

し
"其

收

•入

中

の

三

十
 

億
；
弗

は

失M

0

の

許

可

を
®

て
、
大

藏

卿

の

截

覺

.
を
以

ゥ
て
磁
外
國
政
府
に
貸
出
ず
を
得
る
法 

撒

案
が

提

出
さ
れ

，す

四
を
，以ゥ

:

て
.代
纖
院

を
，十

七
日
を
以

0

て
、元
老
院
を
通
過
し

.元
老
.院 

に
，於
て
#

許
の
修

H

の
加

へ.
ら
れ
た
爲

め
，ニ
十
三

日

の
•膝
譲
會
を
經
て
，ニ
十
四
日
法
律
ビ
し 

て
公
布

/さ
れ
た

.ゆ
で
や
る

.。
而
し
て
千
九
ぼ
十
七
年
九
月
に

m

る
や

"
K
に

合
族
國
め
敵
國
ビ 

戰
ひ
つ
、
あ
る
諧
國
の

.，政
府

.に

.働
す
る
，貸
付
金
の
財
源
ざ
し
て

’

十
億
..外
の
公
債
サ
倏
行
す 

る
法
德
が
制
定
さ
れ
て
、發
行
總
額
を
七
十
億
卵
に

S

上
げ
、續
い
て
千
九

f
m

す
八
年
四
月
に
は 

之
を
八
十
五
億
卵
に
、千
九
百
十
八
年

.七

.月
に
は
百
億
弗
に
引
上
げ
る
こ
を
、
爲

'ゥ
た
。
，是
れ 

:賞

に

，
歡

由

，
公

.倩
法
の
，下
に
許
寒
：さ
れ
た
：外
國
，政
：廣
に
剰
す
る
貸
付
金
の
最
高
額
で
あ
る
。

0 

し
て
千
九

}日
十

A
年4

ニ
月

*の
戰
捷
公
債
激
に
於
て
は
、大
藏
卿
は

W
爭
終
.爐
後
十
八
個
月
間
白 

,

:
策
十
九
卷

‘ 

(

ニ
七
：y
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‘

論
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說
M
:
瞬
洲
戰
爭
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基
く
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金
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上
の
鯽
保 
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説
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戦
餓
に
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國
際
金
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上
の
蘭
係

 

第
.一

號
二
八 

由
公
資
法
の
卞
に

.

行
.

は
れ
ガ

も

の
、
以
外
に

J

更
に
外
，國
政
府
に
貸
付
金
，を
爲
す
を
得
る
こ
ご 

>

 

爲 

a

 

た
。
‘

'

.

:

始
め
合
衆
國
が
，右
の
如
：き
援
助
を
行
ぅ
こ
，

.
V

を
決
楚
す
る
や
、最
も
歡
喜
し
も
の
は
、英
侧 

;

兩

國

，：で

あ"つ
て
、雨
國
與
に

合̂
银
國
の
國
旗
を
其
立
法
部
の
建
物
上
に
揚
揚
し
，其
れ
ぐ
委
員 

を
任

®

し
て
、<

&

银
國
：に
簡
派
，し
、財
政
的
聯
絡
の
方
法
を
議
せ
し
め
，伊

"露
、日
の
諸
國
亦
委
員
を 

派
遣
し

-̂

0 

.
殊
に
英
國
の
ハ
委
員
中
に
ァ

i

サ

ル

N
力

-
-

ァ
氏
や
、力ン
ジ
ッ
ス
卿
が
居 

國
の
委
員
：中
に
グ
ォ
ゲ
牛

K

 

4
氏
の
，居
つ
た
，こ
ご
は
"世
人
の
注
目
を
惹
く
所
以
爲
つ 

而
し
て
合
娘
國
に
於
て
是
等
委
員
に
迎
接
し
た
も
の
は
，即
ち
大
藏
卿
マ
ッ
カ
ゾ
ー
氏
で
あ
つ 

て
、
結
左
の
如
き
協
定
の
成
立
を
見
る
を
得
力
の
で

あ
る
。

•

ク
，：レ
デ
牛
ッ
ト
は
時
々
合
衆
國

々
庫
に
：於
て
、債
務
諸
國
に
對
し
て
與
へ
ら
る
可
ぐ

H

國
は 

支
沸
の
必
要
を
生
す
る
に
隨
つ
て

•右
ク
レ
デ
キ
ッ
ト
の
內
ょ
り
、所
要
の
金
額
を
引
出
す
を 

得
る
。
而
し
て
合
衆
國
に
依
つ
て
、貸
出
さ
れ
た
資
金
の
用
途
に
就
て
は

i大藏
卿の
を

 

.經
る

こ

W

が
必
‘要
で
あ
ウ

て
、
愤
路
國
は
如
何
な
る
目
的
に
向
ウ
て
、資
金
を
支
挪
ウ
た

か
、3

 

狀
況
を
報
吿
す
る
義
称
を
負
ぅ
も
の
ヒ
認
め
ら
れ
る
。I

外
ル
一
岡
の

®

出
は
千
九

W
.十
七
ギ

n
,

月
二
十
五
日
即
も
英
國
代
表
者
が
華
聖

®

に
到
着
.し
 

.た
三

B
後
を
以
っ
て

.英

P

じ
對
し
て
行
は
れ
、金
額
は
ニ
億
弗
で
ぁ

.
っ
た
。

®

い
て
五
月
三
日 

大
利
に

S

しv
,

u

千
：五
：42

.
M

趣
五
月
五

.

H
幷
に
七
日
英
國
に
對
し
て
、キ
々
ニ
千
五
百
お
卯
、
 

五
月
入
日
桃
國
に
對
し
て
五
千
蔣
弗
の
貸
出
が
行
は
れ

'斯
く
て
千
九
百
十
七
年
末
に
於
て
は
、
 

詣
國
に

®

し
て
許
さ
れ
た

K
yし

ク

レ
デ
キ
ッ
ト

は
！
：

十
二
億
三
千
六
百
四
十
蔣
卵
に
、實
際
の 

:

資

出

，高
：は

三

十

六

億
'五

；千4

ハ
.百
：十
：ニ
萬
，九

モ

に

：上
っ
た
。

此
内
英
國
の
十
八
億
六
千
离
掷
，
 

挑
蘭
西
の
す

1

憶
一1

一
千
卯
を
重
な
る
も
の
ざ
し

♦伊
太
利
の
四
億
卵
滅
西
亞
の

r

億

A
千
七 

:

百
，：ri;

す
九
萬
卵

’白
耳
義
の
七

.千
五
百
四
十
萬
：卵
，塞

fit

比
亜
の
三
商
萬
卯
，之
に
：次
い
だ
。

而
し 

て
其
後
に
行
は
れ
た
，貸
出
高
，を
時
期
に
依
ゥ
ャ
圓
別
す
れ
ぱ
、

1

九一

八
ホ
巾
休
戰
條
約
じ
先
っ
て
行
は
れ
；
：
も

の

ニ

！

！，
1

バ
四0

、0

0

0

千
郞

.!

九一

A
.

十̂
二
月
！
 

2
3

ょ
り
！
九
！
九

年

六

月

ニ

1

、
b 
L
\
-
<
b
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八
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和
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約
成
立
ま
で

I
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行

は

れ

た
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行
は
れ
た
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の
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ニ
！
七

五

六

八

ざ

爲

，る
。
：
而

し

て

中
：：

九
宵
十
七

♦

中
に
於
け
：る

均

一

個
月
の
貸
#
高
は
四
億
五
千
七
百
路 

卯
で
ぁ
っ
た
の
に
對
し

て
，千
九
百
十
八
年
中
に
於
け
る
右
貸
付
高
は
三
億
六
千

n
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萬
弗
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坑

十

九
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ニ
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鈴

說
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欺
洲
顿
骄
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I

基
く
國
隙
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湖
上
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係
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園
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H
0 )

論

.
說歐洲戦爭

Li

進く國棘

上の
雖係
 

第1

號

H
Q 

あ
ゥ
て
、約
九
千
蔣
卵
の
減
少
を
示
す
に
至
ゥ
れ
。
此
事
れ
る
、

#<
3

請
國
が
資
金
の
供
給
に
就 

て、多き
を
求
め
ざ
る
至
つ
ね
結
果
で
は
な

 

<
>寧
ろ
時
日
の
推
移
ビ
典

l
T

合
银
國
じ
於
け
る 

，エ
揚
が
！

^
生
産
力
の
大
半
を
擧
げ
て
，自
國

®

隙
の
必
要
ど
す
る
賊
需
品
の
製
造
に
傾
倒
し
、聯 

合
請
國

.の
爲
め
に
多
く
を
致
す
を
得
ざ
る
こ

W

 

>
爲

◊
た
結
果
で
ゐ
ゥ
て
、又
以
つ
て
如
何
に 

取
需
品
の
供
絵
か
資
金
の
融
通
と

9
間
に

"g

か
す
可
か
ら
ざ
る
關
係
の
落
し
た
か
を
知
る
じ 

足

&

る
で
あ
ら
う
。

合
娘
國
政
府
が
斯
の
如
く
職
合
諸
國
の
游

め
に
、
資
金
調
達
の
任

K

當
る
こ
ビ

、
爲
ゥ
れ
絡 

架

し
て
，
諸
國
は
爾
來
市
揚
に
就

て
、
公
债
を
公
慕
す
る
の
危
臉
を
免
か
れ
*直
接
に
合
衆
國
政 

府

に
碑
通
を
求
め
る
ご

云
，ふ
最
も
確
賞
な
る
方
法
に
出
る
を
得

た
：
一
方
に
、
從
來
の
借
入
金
も 

合
激
國
政
府
に
仰
ぎ
将
た
資
金

K

依
ゥ

て
、

®

避
す
る
に
至

ゎ
、
大
な
る
便
利
を
此
間
に
狀
め
る 

二
ビ

、
爲
ジ

.
た
の
で
あ
る
が
、然
も
合
乘
國
の
對
歐
貸

#

政
策
に

®

し
て
は
、如
何
な
る
識
論
が 

行
は
れ
た

で
あ
ら
ぅ

か
。
千

九
百

十
七

银
來
合
激
國
大
藏
借
の
脅
行
に
係
る
プ
ル

I

チ
ン
に 

，於
て
は

，

a

歐
货
付
政
策
の
根
據
ご
し
て
、

-

鎮

1
、

貸
付
は

軍
事
上
，

の

見
地
に
於
て
の
み
な
ら

す
、
經
濟
的
保
護
の
地
：に

於
て
、
亦
必
要
で

II

肖
：：：

ひ
：̂

^
:
料

.あ
，る，
 

.

. 

....

第
；U

,

合
衆
國
は
自
國
の
消
盤
に
必
要
な
，ろ
程
度
を

®

へ
て
、多

く

の
物
資
を
生
廣
し
ウ
、
あ 

る

?

あ

る

か
ら
，
自
國
の

；經
；
释
的
保
；讓
若

し
く

は
經
濟
的
繁
榮
に
徵

し

て、聯
合
諸
國
に
對 

し

て
.生
鑑
物
の
多

：< 
を

賣

却

し

^
:
^
け

れ

ぱ

な

ら

な

い
"

箱
三
，今
や
公
银

.

.は
i
戰
爭
を
有
效
な
ら
し
め
る
爲
め

k

,聯
合
諸
國
間
に
商
業
上
の
救
濟
の
行 

.
は
れ
る

必
耍
を

認
め
、商

業

上

Q

繁
後

を
維
持
す
る
爲
め
に
、適
當
な
る
程
度
に

於

て
、
輸
出

貿 

為
を
；仰
服
す
る
こ
ざ
を
：必
，要
ご
し
て
店
る
。

然

&

ぱ
請

®

の
産
業
的
生

S

幷
に
商
業
的
繁 

榮
維
持
す
み

.
爲
め
に
、諧
國
を
援
助
す

る

こ
ざ

は
"S

全
な
る
經
糖
政
策
で
あ
る

>
0

考
へ
ら

れ

る

、
，： 

.

. 

.

第
.

I
T

八
ロ
辦
個
の.
®
.出
す

®

金
の
內

•國
外
に
散
逸
ず
る
も
の
は

"
一
小
部
分
で
あ
ウ
て
、其
大
部 

.分
時
：原
料
品
食
料
：品

#

入

の

；：，爲.；め
に
、合
来
國
內
に
留
ま
る
、而
し
て
貸
付
金
.は
寄
附
金
に
非 

す
し
て
、純
然
力
る
贷
借
陶
係
に
基
き
、利
子
が
柳
込
ま
れ
、元
金
亦
償
遺
さ
れ
る
。

一
方
に
聯 

合
諸
國
は
今
日
こ
そ
現
金
に
臉
乏

.す
る
が
、完
全
な
る
信
用
の
下
に
、碑
實
な
る
支
拂
能
力 

有
す
る

.國
で
あ

.る
，ハ

第
十
九
卷

(

ニ
ニ〕

儲
說
駄
洲
戰
爭
に
暮
く
國
際
金
融
上
の
翻
保

 

填
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響
に
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M

s

融
上
の
關
係
 

银一

貌

ニ
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.
第
五
、聯
合
諸
國
の
合
衆
國
に
於
て

I

び
ぅ
物
贷
の
購
入
は
戰
時

0
業

管
.理
局

f

 Industries  

,Bo
a
r

d
)

の

勸

幷

に

援
助

に

依
る
：
の
で
あ
る

か
ら
、諸

M

の
合
银
國

に

於
け

る
雜
費

支
辨
は 

自
ら
合
衆
國
政
府

®

視
の
下
に
居
る
，

： 

、

等
の
請
银
が
擧
示
か
一
れ
、S

論
，ズ
し
て

.
，五n

人
の

•聯

合

諸

，國.に
對

.
L
.て
i爲
さ
れ

.力
貸
时
金
ほ
然
ら
す
ん
ぱ
合
衆
國
を
し
て
人

W

幷
に 

の
多
ぐ
裁
し
て
爲

さ
し
め
：

る
戰
银
を
合
衆
國
に
代
ウ
て
請
國
を
し
て
之
に
當
ら
し
め 

る。

く
て

合

，帶

適

はE

寧
の

1

部
分
を
®
付
け
る
こ

V
J

に
依
つ
て
"聯
合
諧
國
に
對
す
る 

.

義
務
を
果
す
の
み
な
：ら

す
，
早
く
戰
爭
を
終
爐
し
て
、爲
め
に
合
衆
國
民
の
蒙
る
勞

役
、
危
臉
幷 

に
®

®
を
輕
減
自
國

R

k

,
對して

V大なる

f
f
lを爲しウあるものである 

ビ
述
べ
た
。

R

揚
げ
：た
聯
合
諸
國
の
合
潜
國
に
於
げ
る
物
資
の
購
入
が
戰
時
窗
業
營
理
局 

の
®

視
の
下
に
行
は
れ
'る

さ
云

ふ
の
は
、如
何
な
る
意
味
に
出
る
も

の
で

あ
る

か
。
蓋
し

千

九 

-
}
n
i;

十
七

年
0

、五
の
：兩

1
:
1
;
,

英
侧
兩

M

政
府
の
代
表
考
が
合
衆
國
に
波
來
す
る
や

M

易
幷
に
物
資 

f

f

i

.

A
 

S

問

週
k

S

し
て
，
重
要
な

.る

.協
定
が
行
は

れ
、大

體
合
银
國

は

聯
合
諸
國
に
通
商
上
の
優

I
I

f

I先
的
取
扱
を
與
へ
る
こ
ビ
を

.眼
目
ビ
し
，其
要
頂
ご
し
て

7

一
 

癒
逸
；潜
航
艇
の
戦
術
に
當
る
爲
め
，
 

總
て
の
船
舶
を
舉
げ
て
，海
上
輸
送
の
用
に
：供
す
る
こ
と
，

(

ニ
5

も
®
要
の
切
迫
し
た
物
資
の
輸 

结
に
礙
先
的
取
扱
を
與
ヘ

る
協
ま
を
設
け
る
こ

5

二
i

米
利
加
幷

.に
加
奈
陀

.産
出
の
小
麥
，を 

;聯
合
，ふ

‘谈
行
政
委
員
；會
に
賣
却
：す

.る

.，こ
；S

S
M

S
i

 n
g

の
監
，督
幷
に
購
入
も
聯
合
購
買
委
.員 

を
®
.由
レ
て
、行
ド
れ
る
こ
ご
の
諸

•點
を
決
定
し
た
。

.
然
、ら
ぱ

合

衆
國
が
聯
合
詣
國
に
對
す
る
貸
出
を
爲
す
に
當
タ

*其
貴

H
d

者
ね
る
大
缴

P
：

ょ
び 

を
標
準
ご
し
て
，之
を
決
定
す
る

'か
、千
九

'百
ナ
七
年
十
二
月
議
會
に
提
出
さ
れ
た
大
藏
卿
の
報
，
 

舞
，誉
は
此
點
を
說
明
し
、聯
合
，

’諧
國
じ

®

仲
：金
を
爲
す
に
常
も
、大
藏
卿
は
戰
爭
遂
の
爲
力
に
、
 

.識
國
が
物
資
の

*

入
を
必
要
ざ
す
る
賞
際
の
程
度
を
參
酌
し
、

一

方
に
請
國
政
府
ビ
斯
る
財
政

'
 

上
の
關
係
を
結
ふ

‘に

タ

其

A

へ
&

れ
た
ク

.
レ
.デ

キ

ッ

ト

か

、ら

最

大
‘の
效
果
を
收
め
る
こ
.ご 

に
就
て
：最
善
の
努
力
を
，爲
し
，

-
た

こ

が

：揭

げ

、ら

れ

て

居
K

更
に
次
年
度
の
報
吿
誉
に

' 於
て
は

*
 

聯
合
諸
國
政
府
の
戰
爭
；遂
行
！

4

韻
て
，物

®

を
必
要

V
i

す
る
程
度
の
：强
弱
幷
に
其
狀
況
、合
齋
國 

か
，ー
タ
借

き

を

て，購
入
資
金

に
I

充
て
る
の
必
要
に

S

し
，詳

細
な
：
る
報
吿
が
聯
■合
戦
時
偶

賀 

幷
に
金
.融
事
務
眉
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B

然

十

九

怨

n
s)

論

說

辨

洲

戰

爭Li

そ

國

s
融
上
の
關
保 

.
部I

號

H四 

れ

て

假

る

。

戰
ぬ
聯
合
請

®

の
政
府
に
俊
ゥ
て
、合
衆
國
に
於
て
幾
何
の

物
資
購

入
や
、其
.

他
の
輕
費
支
出

力
む
は
れ
た

.か
を
知
つ
た
な
、ら
ぱ
，戦
時
灌
業
管
理
局
の
任
務
の
如
何
に

®
大
で

あ
ゥ
た
か
は
、

，之
を
厕
す
る
に
し
ま
な
い
。

.右
の
金
額
は
賞
に

J3：

十
八
億
六
千
七
ぽ
九
十

§
1

與
ニ
！千
卵

に
上
る
。

而
し
て
千
九
ぼ
ニ
十
部
十

j

月

一

日
ま
で
に
、合
激
國
に
依
ゥ
て
，聯
合
請
國
に
向
ゥ

て
行

は

れ

^

資

付

金

は

、九

十

m

億
六
千
六
ぽ
ニ
千

j

萬
三
千
弗
で
あ
つ
て
經
盤
支
出
が
贷
.付

金
に
對

し
て
、
起
週
す
る

こ

ご
，1|
十
.

四
億

i
m

六
十
六
海

一

千
卵

に

及

ん

で

る

。

此
差
は

赞
へ2

韻
國
が
合
弗
國
に
於
て
，借
入
金
以
外
に
財
源
を
調
達
し

.之
に
依

0

て
、決
液
の
道
を
付
け
ぬ
も 

の
ビ
思
は
れ

.る
。

然
ら
ぱ
右
に

®

ぺ
た
貨

.付

.金
に
對
ず
る
利
子
に
就
て
は
，如
何
な
る
協
定
が
行
は
れ
た

の
で 

，あ

る

か

。
，
千

九

百

，十

七

年

合

衆

國

大

藏

卿

年

吹
報
告
の
揭
げ
る
所
に
擴
れ
ぱ

，始

め
自
由
公
債 

法
‘の
规

梵
に

擴

つ
て
，
購
入

さ
，れ
ヵ
諧
外
國
政
府

/の
僮
務
瞪
»
は
刷
係
政
府
代
爽
者
の
署
名
に 

係
る
勉
與
又
は

.要
求
挪
の

.も
：の
で
あ
り
て
、近
き
將
來
に
於
て
、額
®
價
格
に
利
子
を
加
へ
た
金 

拡
を
以
ウ
，て
、
®

係

諸

國

政

府

の

發

行

す

：
る
，
金

貨

拂

.瞪

#
■ 

R
借
'換
へ
、ら
れ
る
條
仲
を
存
レ
て

S

K

利
子
ホ
仓

.は
‘當
初
三
分
で
あ

.ウ
て
，後
に
三
分

1
1.

厘
.

SI,

毛
に
引
上
げ

&

れ4
^
。

.蓋

し

.此

利

榮
 

は

，
合
：我

：國

政

府

が

中

九

.西
十
七
年
四
月
：の
法
律

k

據
り
，後

‘日
發
行
さ
れ

’る

第

一
间
自
由
公
‘倩 

の
.收
入
を
以
つ
て

；

償
遺
す
る
，計
盡
の
下
に
、發
行
し

k

缀
期
公
債

，の

利
.子
步

.
<ロ
ざ
均

m
を
保
力 

し
め
た
も
の
で
あ

.つ
て
、後
に
前
者
の

-
三
分

.五
，厘
に
引
上
げ
ら
れ
ね

.の
：も
ポ
同

‘1

の
事
情
に
塞 

く
の

.で
あ

.，る。
斯
く
て
千
九
西
十
七

ig-

九
月
の
法

.律
に
依

C
V

て
、購
入
さ
れ
ぬ
債
務
：瞪
書
の
利 

举
.は
四
，分

一
r

厘
五

I毛
；じ
引
上
げ
ら
れ
た

.が
V其
後
大
藏
卿
：

®

ら
之
を
，決
定
ず
る
自
由
を
持
り
ょ 

ぅ
に
爲
，C

V

て
'か

、
ら

も

、
利

率

は
.
多
く
右
の

‘渉
合
に
置
が
れ
た
。

.然
ら
ホ
外
，國
政
府
の
利
拂
に
關 

す

る

妖

：況

は

如

何

：で

あ
.々
，
.や
か
。
牛
九
百
す
九
年
の
犬

.藏
：卿

年

次

報

告

：は

此
®

に
就
.
て
、

，

,

總
て
の
利
拂

.は
照
金
を
以
ウ

V

行

は

れ

、
例

外

ご

し

て

後

日

の

商

：離

に

譲

，、ら

れ

た

少

數

，.の

揚 

合
も

.る
の
み
で
あ
：ウ
力
。

.
而
し
て
斯
る
利
子
が
蘭

#

外
國
政
府
の
他
.の
資
源
か
ら
拂
は
れ 

な
か
つ
た
揚
、合
に
は
，合
缴
國
に
於
て
爲
さ
れ
る
公
倩
の
收
入

.か
ら
支
拂
は
れ
た
。
戦
#
の
 

(

終
想

#

に
財
政
の

0
.
0
な
る

.
0乏
は
自
由

' 公
.傅
；法
の
下
に
豫
楚
さ
れ
た
如
ぐ
，合

0
國

，'.の

有
 

す
る
要
求
拂
外
國
愤
の
元
利
金
を
例
へ
ぱ
ニ
三
年
を
期
限

’，

J

す
る
長
期
公
償
に
借
換
へ
る 

必 
'要
ほ
接
せ
し

：

め
た
。
外

.
0
.
0
替
の
：浪
亂
、令
，
0

の
如
さ

：

場

仓

に 

'於
て
は
、利
子

：，の
，現

金

支

拂

第
十
九
お 

'

(
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.

を
'要
求

す

る
の

は
、
合
衆

®

自
.'身
の

‘利
益
で

‘な

ぐ

，却

P
て
現
狀
を
紛
：更；す
る
に
止
ま
る
で
あ 

ら
5

ビ
述

'ベ
"合
.衆
國
の

•方
に

‘利
.子
支
拂

.延
納
の
，意
の

‘存
：す
る
こ

‘ご
を
’晴

示

し

た

。

蓋
.し

千

九

西

ナ
 

、九

.年

.
S
月
.中
句

k

至
る
ま
で

’：自

由

公.愤
法
の

'下
に
行
，は
れ
た
資
出
金
に
對
す
る
利
子
ど
し
て
，
 

..合
娘
國
の

®

收
.した總はほ億ニ千九

KH.

六

十

五

，萬

八

千

卵

に

及

ん
.だ
.が

、
爾

来

千

.
，
九

W

11  

.十

二
'

4r  

ニ

月

中

旬

に.isn
る

，ま

ナ

子

の

支.拂

.は
千
九

S

十
九
年
秋
に
大
藏
卿
グ
ラ
ス
氏
の 

お
し
た

施
：設
の

'下
‘に
.、延
納
さ
れ
る

こ
ざ

、

爲
つ

.
た

。

即

ち

當

時

，
合

：衆

國

大

藏

省

，は

同

國

か
ら 

資
金
を
借
入
れ
た
謎
國
の
大
藏
激
に
向

ひ
、合
衆
國

，の.

有
.す
る
請

.

.國
の

.要
：
.求
拂
，債
務
：瞪
誉
を
長
：
 

:

明
の
晴
齋
に

‘借

瓶

：へ：、
且
ウ’-

t
K

九
哲

.十
：
九

：年

以

後

I:

二 

通

じ
て
：、
利
子

の
徵

-.
 

收
を
猶
豫
す
る
意
御
あ
る
旨
を
針
晝

.し
、一
方
に
：グ
ラ
ス
大
藏
卿
は
同
：年
十
二
月
代

‘談
院
の
財

.-
 

源
調
，逸
委
員
長
ク
ォ

I

ド
ネ
I

氏

に.
宛

て
，
戰

行

.は
，れ

だ
外
.國
.爲
替
和
場
に
對
ず
る
人
®
的 

干
涉
め
解
除
に
伴
ぅ
結
跟
ご
し

て
、
今
‘や
諸
國
政
府
を
し

て

合
银
國

じ
負
ぅ

利
拂
を

：

g

貨
に
て 

行

ぅ
こ

ど
を
：不可
能
な
し
め

.

る
に

至
う
た
こ

.
V

を
通
知

し
、
其
結
論
ご
し
て

「

余
の
勸
吿
者
は

ン
 

喪
，
求.
，

邮
俾
務
瞪
眷

を
：
.

長
勘
辩
 

へ
る
に
當
改
造

.時
代
に
，義
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於
を
：

生
す

る
利
子

..の、
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い
み
に
！
^

む！；；：：

i

を
後
：，年

'に
结
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し
て

£
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：長：期
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,必
ぜ
金

.中
：に

t
.
h
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i
:
こ
：
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を
；至
當

.
V
i

し
；自
由
公 

.債
，.法
，め，

.，规：定
；

に
：：

據
：つ

I
て
，、：大
‘藏
卿
に
這

.
#の
，：處
置
じ

''出
..づる
權
能
の
存
す

'る
こ
：ビ
を
信
ず
る
盲 

..を

.述
ぺ

1養
員
會
赤

.此
意
見
贊
成

.し

.：た

。
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.
斯
ぐ

‘て
千
九
西
ニ
十
年
：

§
,

財
政

.報
告
に
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於
て

は
、
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タ
：
ス

ト
/

ン
大
：藏
卿
ほ
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の
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養
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從
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\
あ
る
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し
た
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し
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-
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實
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換
針

®
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じ
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ギ
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柳
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し
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濟
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金
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独
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千
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百
：
x
,
j
+
; 
 ̂
#:十

.j

月
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ま
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除
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倩
法
の
條
項
に
依 

ク
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し
て
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か
つ
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で

あ
ろ
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仲
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梵
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以

上

I

與
&

合

艰

國

に
.
‘

於

て
"

軟

洲

戰

银

に

参
.

加

し

：
'

て
か
.

ら

、
体

戰

：
常

時

，
に

，
至

' 

る
.

ま
で
の
貸
®
刷 

m

じ
就

V
"
.

驟
織
し
'

な
。

蓋
-

し
自
由
公

.

俄

，法

の

舞

定

に

於

て

；
は
；

*

合
’

辦
國
0

敵
國
‘ 

W

戰
爭
，に
：

'
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ジ 

> 

ぁ
る
外
國
政
府
に
の
み

.

資
金
、を
貸

‘

出
.

す
こ
ピ
が
大
藏
：卿
の
權

.

限
に
屬
し
.耳
つ
斯
る
外
國 

政
.

府

か

，
ら
公
：慎

を

購

入

す

る

構’
限

は

合
0

國

さ

獨

逸
.

帝

國

ざ

の
.

，間
に
戰
爭
の
終
想
す
る

ビ

典 

に
’

停
止
さ
，れ
る
こ
ビ
が
認

.

め
ら
れ
て

®

る
以
.

上
は
，休
：
.

戦
の
成
立

k

i

共
'

に
ぶH

辦

國

：
が

諧
'

外

國

に
‘ 

辦
ず
る
货
出
を
制
限
ム
，閉
戰
勘

.
ざ
同
時

.
に
•
之
を

-
廢

*
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す
る
の

-
:
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當
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へ
ら
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る
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政
：府

；ゆ

翁

す

所

：は
：
必

や
レ

，も
斯
の
：如
く
爲
：を
を
：得
な

.

か
ジ
た
。
即
ち

1

泳
：戦
，は

.

千
九
；2

1.

十

年

獨

十
.

I

 

w

十

一

日
を

以
ウ

て
"

行
は
.れ

^

が
，
同
月
十
五
：
日

に
於

て
，
尙
は
合
衆
國
が
自
由
公
債
法
の 

2
2
^

 

5
^

こ
K

つ
て

"佛
"國
政
府
に
與
へ
る
を
得
'る
ク

レ
デ
年
ク

ト

®

殘
高
は
十
八
億
ニ
千
八
百
萬 

卵
の
多
き

に
g 

\
之
に

S
T

し
て
時

の
大
蔵
卿
.サ
ク

力
ダ
，

氏
は
硫
合
諧
國
の
成
る
も
の
が
正 

常
の
活
動
に
就
ぐ
に
至
る
ま

で
、
合
衆
國
：は
，平
和
克
復
の
後
に
於
て
も

"尙
は
信
用
を
以

0
て、食 

.

描
，
原
.料
品

M

造
品
等

"を
厳
國

V

の
誇
要
ず

4

に
隨
ウ

て
，
賣
却

す

る
こ
€

を
歸
さ
な
い
。
故
に
余 

は

或
る
期
閩

，或

る

殺
.度

を

限

，
ウ

て-戰
爭
か
ら
生
す
る
必
要
'に
應
す
る
爲
め

に
、
外
國
政
府
に
ク 

レ
デ
キ
ッ
ト

を
與

，へ：

擴
張
す
る

‘
*
!法̂
の
制
定
を
勸
吿
す
る
も
の
で
あ
る

」

を
云

ひ
、
更 

に
千
九

百

千

九
.年
，の
.，財
政
報
吿

に

於
て

♦大
蔵
卿

グ
，ラ
メ
氏
は
最
近
の
報
告
後
表
以

班
、
請
多
の 

國
に
對

し
て
/
レ

ダ
牛
ダ
ト

.

の
與
へ

.ぐ
れ
金
額
は
九

+

六
億
四
千
お
百
®
十
二
高
九
千
卵 

.に

上
つ
た

こ

W

を
説
明
レ
た
が

T
1

す

！

億

七

千
萬
卵
は
賞
休
戰
以
後
に
融
通
さ
れ
た
も
の 

で
あ
る
ピ

稱
さ

れ
る

Q

固
ょ
タ
斯

る
休
戰
後
の
貸
出
に
對
し
て
は
"其
肖
由
公
債
法
に

「

現

に
合 

衆
國
の

敵
國
ビ

戰
淨
に
检
：ひ
ウ
：、

あ
る

外
國
に
眼
ク

て
、
貸
付
の
行
は
れ
る
こ

ぶ

5
0

あ
る

條
獨 

に
®
觸
す
る
の

故

，：.
.
^
以
ク

て
、
弗
雞

を

生
じ
、
又
自
由

公
僮
法
の
下
に
調
達
さ
れ
た
資
金
を
救
濟 

の
目
的
の

下

に
减
國

..に

一物
資
を

供
給
す
る

用

に
充
て
る
こ

ど
に
就

て
汝
擊
ネ

加
へ
.政
府
の
爲

鎮
十
九
卷

>
Q
1

九

.-

〕

.諭魏敞洲戰に墓く國

M

金
瓶
上
の
能
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付
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す
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あ
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。
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應
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さ
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あ
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。
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す
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知
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?
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對
歐
資
伸
政
策
は
是
認
せ
ら
る
可
き
も
の
で
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つ
-

た
か
ご
考
へ
れ
ぱ

•

吾
人
は
其
，然
る

t

と
を
斷
言
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
じ
大
蔵
®
グ
ラ
ス 

K

;

は

：千

：九

百

十

九

：
年

ゆ

：
财

政

報

吿

に

：
於

て

•

事

賞

槪

辉

し

て

、結
論
を
下
し
た
が
*合
衆
國
の
立 

厕
地
を
就
明
じ
て

"

遺
，

な
き
ネ
の
:

ざ
認
め
、ら
れ
る

か

ら
、左に

.？
s

j

を
抄
錄
す
る
。

.

請
外
國
政
府
に
對
.す
る
資
金
の
貸
出
に
依

，0

て
，大

.
"
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